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1. まえがき

大陸棚調査室では， 1996年6月から1998年11月の

問，大型担1）量船「拓洋Jにより 8年度第3次，中型
測量船［明洋jにより10年度第3次及び大型担l量船

「昭洋Jにより10年度第5次として，男女海盆西方
海域の調査を実施した．

男女海食II海域は，北緯30。00’及び北緯33。00’の緯

度線，東経126°00’及び東経130・00’の経度線で固まれ
た海域である（第1図参照）．

この海域は1985, 86年に拓洋による調査を実施し

ており，水路昔日技報第6号（瀬図ほか， 1988）に速

報を掲載している．しかし，測線間隔が10海里（18

km）であったので，当時のシービームによる測深で

生じた未測部の調査，地磁気，重力のより精密な調

査が必要となった．そこで，今回は同海域の西側を

再度調査したので，その調査結果の概要について報

告する．
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2.調査概要

調査海域は，北緯30°00’及び北緯33・00’の緯度線，

東経126。00’及び東経127'50’の経度線で閉まれた海

域のうち，隣国との中間線以西を除いた部分である．

調査期間は，現場海域での作業実績で＂ 1996年6月

17日から 6月22日まで， 1998年6月19日から 6月24

日まで， 6月27日から 7月1日まで， 11月2113から

11月22日までの延べ19日間である．

調査の主担lj線方lollま1985,86年の調査と同じ東西

方向とし，間隔は当時の測線から 5海里（ 9 km）平

行移動させ， 10海里（18km）とした．交差測線は北

緯32。55’，東経127。45’から南南西方向に北緯30。55’，

東経127'01’まで実施し，その他必要に応じて補祖lj線

を設定した．また，北緯31・09’，東経127'50’から北緯
30°50’，東経129。21’の81海里（146km）にわたって120

chマノレチチャンネノレ音波探査を実施した（第2図参

j摂）．

調査に使用した機器は第1表のとおりである．
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3.調査結果

五島列島，

群島，甑/,'l;)jlj島，宇治群島及ひ’大隅群島が存在する．

西五島陸棚谷群，

i洋など200～300m程の落差の海底谷が多数関口して

いる（大島ほか， 1988）.これに対して調交海域内は，

北西から南東方向に緩やかに傾斜していく水深100

m～150mの平坦な険槻が拡がっている．東経126'

50’付近に北緯30'20’～30。50’にかけて刊l地が点在し

法差l土lOm程度である．

海底地形（第3図参照）

沖縄トラフの北端部である男女海

男女盆の西側である．海域の東jQUには，

男女海底谷男女海盆の地形は，

ているカヘ

東絞126'19’に水深47mの浅瀬が

報告されていた（海図第210号）．これについてi究所

調査を実施したが， i主所の存在も周辺の高まりの傾
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本調査海域は，

また北緯30'33’，
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向も認められなかった．

地磁気全磁力異常（第4図参照）

本調査海域の地磁気全磁力異常は， 400nT～十
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400nTの範囲を示している．海域内に拡がる陸棚の
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第 I表使用機器一覧

Table 1 Items of the Survey. 

調査分類｜ 昭 洋 I 拓 洋 下一寸芳一一一浮

測位（GPS航法鮒） 14 0 九日I~. 1 jf~） S SI (M~，~~o：万） 14 o （~，？，n~I~. I jf~ ） s s 
1IDl 深 I Sea Beam 2112 I Sea Beam 210 I Sea Beam初（｝｛）
（ナローマルチビーム｜（周波数： 12kHz)I （周波数： I2kHz) I （周波数： I2kHz) 
音響測i栗機lI ll羽深幅：水深× 3.5I測深幅：水深x 1.8 I ifllj l架帆：水深× 3.5
J j;;>_ra BeaJl._1,__::f(_) ___ J ＿（~~a Beam,_ 3~ ）＿ ¥_ (Sea BcaJ)l, __ j~ ）＿ __ 

湖線距語iCU~注了一1 s1 i 37f- r 1.111 
(km) I 146 I 679 I 2‘000 

地 ＿J!l_tft_ }'1i __ l ＿＿＿＿＿とーと グ民』止ーチ ヤ「ン ネ ル
エアガジ釘長尚南 K--- l IS-fJil#'. -1 10ーが毎
谷量｜、＼ I i' I 

(5.7×I O"rn') J ( 2.4×I 0 'rn') 
圧力｜＼ I I 500psi J 16州

( 1.0×IO'Pa) I (I l×IO'Pa) 
4 色 、－---"----_(.!3.QJeT ＇－糸）＿ J_ ____ （＿~Q}e'f, _ _;j_'.:_) __ --

湖練施斑ー｛混；皇了 l ＼え l 7 -1 
＿（~1]1)_ J －－－~ 9 J 

J マ ルー一てチー一－－：子園田田町平一一γ－－－－~：ー ル
ーー王子すジ発振同1布ーーγ回目ーー目白石ふ－i品目白ーーーーーーーー－----
容量 I 4000 inch' 

(65× I 0 'rn') 
脱力 I 1soopsi 

( 1.2 x I O'Pa) 

, j~OLJ，田 jj_'.：）一－--
-li!ij禄lift－最下u~浬了-1 8i 

一一芸献益~＇~－－-－~－－ ・ mni1'.~~.63:skff，~ --y一凋初回：－3.sk.・fi；，－－－－－－一一一一一一
J _(Q，~aQ_I;>刊号·c ＿~）__ J ＿｛）耳~XT.H!'.Q~，__ O\~し－－---------------....... 

品ij~主E主夜ー｛｛再l!PJ'--1 s1 1 377 
(krnl I 146 I 679 

地磁気（海上磁力計）I PMM-200型 I PMM 10011'1 I PMM 200刻
J （国民電壬し旦）___ J i国路Z主主九日） I i包路Jlt壬ムー日）＿一

世l禄首長iC<i毎iffi.i l 81 1 377 I 873 

重力（海上重力計） I KSS-31 型 I KSS-30 ll'I I KSS-30型
上！ ~odcn田町N白~＇ J~l)_ J_ ！旦odens四we出＇J!li ~ J_ ~ !3＿＜！.＜！＇？.＇！号克巳1y9r~ ，J!liL 

羽 3主主F京一｛静注了-1 -si -,- -37'7' T 

採 すt I －～～～～～『』 I lチ工ーンパック引

一一夜：1r ；~.－ ~r----j戸一一一－－－－－－－一三千三九tζ斗－_bi, P.:'l'号戸側一

北西部は，空間波長lOOkmに対して振幅600nTとい

う緩やかな磁気異常となっている．これに対して，

北緯32"30’，東経128。30’付近から北緯30°’東経127°付

近までの五島・尖i羽隆起帯では，士約300nTの異常

群が密に存在している．ダイポール異常については，

海域内に顕著なものは認められなかった．

(3) 重力異常（第5図参照）

本調査海域のフリーエア重力異常は， i注初日では平

坦な地形に見合った lOmGal－十30mGalの小さ
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なj張中日となっている．これに対して，五島・尖問機

起帯付近の重力異常は＋20mGal～十50mGalと振

幅は変わらないが，平均値が高くなっている．

(4) ！良質

本調査海域では，第3図に示す4地点で成質採取

を実施した．採取結果は， l注棚の厚い堆積層を構成

している泥状のものが殆どであった．銭担1）結果を第

2表に記す．
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第2表底質採取記録表
M：泥 Sh：貝がら R：岩 S：砂 Co：さんご

Table 2 Bottom Samples List. 

M . Mud Sh . Shell R Rock S Sand Co : Coral 

採取地点番号 年月日 採取位置

IODANDI 98, 6,29 32 °05.4’N, 127 °00.2’E 

IODAND2 98, 6,29 31 °25.3’N, 126°35.2’E 

IODAND4 98, 7, I 30°17.4’N, 129。01.8’E

IODAND5 98, 7, I 30°49.0’N, 129°20.I’E 
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地 jf; 水 m 
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